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令和２年第２回足寄町議会臨時会議事録（第１号）
令和２年４月２７日（月曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 多治見 亮 一 君 ２番 高 道 洋 子 君

３番 進 藤 晴 子 君 ４番 榊 原 深 雪 君

５番 田 利 正 文 君 ６番 熊 澤 芳 潔 君

７番 髙 橋 健 一 君 ８番 川 上 修 一 君

９番 髙 橋 秀 樹 君 １０番 二 川 靖 君

１１番 木 村 明 雄 君 １２番 井 脇 昌 美 君

１３番 吉 田 敏 男 君

◎欠席議員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 渡 辺 俊 一 君

足 寄 町 教 育 委 員 会 教 育 長 藤 代 和 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 丸 山 晃 徳 君

総 務 課 長 松 野 孝 君

福 祉 課 長 保 多 紀 江 君

住 民 課 長 佐々木 雅 宏 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 野 田 誠 君

総 務 担 当 主 査 中 鉢 武 志 君
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◎議事日程

日程第 １ 会議録署名議員の指名＜Ｐ３＞

日程第 ２ 会期の決定＜Ｐ４＞

日程第 ３ 行政報告（町長）＜Ｐ４～Ｐ６＞

日程第 ４ 報告第 ９号 専決処分の報告について（車両事故に対する損害賠償の額を

定めることについて）＜Ｐ６～Ｐ７＞

日程第 ５ 報告第１０号 専決処分の報告について〔令和元年度足寄町一般会計補正予

算（第９号）〕＜Ｐ７＞

日程第 ６ 報告承認第１号 専決処分の承認を求めることについて〔令和元年度足寄町一

般会計補正予算（第１０号）〕＜Ｐ７～Ｐ８＞

日程第 ７ 報告承認第２号 専決処分の承認を求めることについて〔令和元年度足寄町公

共下水道事業特別会計補正予算（第６号）〕＜Ｐ８～Ｐ９＞

日程第 ８ 議案第４０号 足寄町税条例等の一部を改正する条例＜Ｐ９～Ｐ１１＞

日程第 ９ 議案第４１号 足寄町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例＜

Ｐ１１＞

日程第１０ 議案第４２号 足寄町国民健康保険条例の一部を改正する条例＜Ｐ１１～Ｐ

１３＞

日程第１１ 議案第４３号 足寄町国民健康保険税条例の一部を改正する条例＜Ｐ１３＞

日程第１２ 議案第４４号 令和２年度足寄町一般会計補正予算（第１号）＜Ｐ１４～Ｐ

２１＞

日程第１３ 議案第４５号 令和２年度足寄町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）＜Ｐ２１＞

日程第１４ 議案第４６号 令和２年度足寄町簡易水道特別会計補正予算（第１号）＜Ｐ

２１～Ｐ２２＞
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午前１０時００分 開会

◎ 開会宣告

○議長（吉田敏男君） 全員の出席でござい

ます。

ただいまから、令和２年第２回足寄町議会

臨時会を開会をいたします。

◎ 町長挨拶

○議長（吉田敏男君） 町長渡辺俊一君か

ら、招集の御挨拶があります。

町長 渡辺俊一君。

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しをいた

だきましたので、令和２年第２回臨時会の招

集に当たりまして、一言御挨拶を申し上げま

す。

新型コロナウイルス感染症対策につきまし

ては、後ほど行政報告をさせていただきます

が、まずもって自治労足寄町職員労働組合が

取り組むふるさと購買運動に議員の皆様方に

も御賛同いただきまして、組合員、役場の管

理職、合わせて約１,４００万円の商工会商

品券により消費喚起が図られ、大変厳しい状

況となっております町内の飲食店、小売店な

どの支援ができるものと深く感謝を申し上げ

ます。

またこの間、婦人ボランティアクラブ、そ

れからまちづくり女性ネットワークなどには

手づくりのマスクをつくっていただいたり、

提供していただいたり、それから町内の建設

業者さんには学童保育所の子供たちを元気づ

け、保護者の家計負担軽減と、それから町内

の飲食店の支援のために昼食のお弁当を提供

していただいたり、それから役場の窓口のビ

ニールの仕切り板といいますか、これをつ

くっていただいたりということで、多くの方

からボランティア、それから地域貢献活動な

どで御支援をいただいておりますことに改め

て心から感謝を申し上げたいと思います。

国の緊急事態宣言が出されてから約３週

間、そして全国に緊急事態宣言が拡大されて

から１０日間ほどがたつわけでありますけれ

ども、感染拡大はとまっておりません。町を

挙げて感染予防、感染拡大防止に向け取り組

んでまいりますのでよろしくお願いを申し上

げます。

さて、本日、御審議いただく議案でござい

ますけれども、車両事故に伴う専決処分の報

告２件と令和元年度の一般会計、公共下水道

事業特別会計の補正予算の報告承認２件、条

例改正に伴う議案４件、補正予算３件を予定

してございます。御審議賜りますようお願い

を申し上げ、御挨拶とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） これから、本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 会議録署名議員の指名

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、足寄町議会総合条例第

１８４条の規定によって、１番多治見亮一

君、２番高道洋子君を指名をいたします。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 髙橋健一君。

○議会運営委員会委員長（髙橋健一君） 本

日開催されました、第２回臨時会に伴う議会

運営委員会の協議の結果を報告いたします。

会期は、本日１日間であります。

本日は最初に、町長から行政報告を受けま

す。

次に、報告第９号から報告第１０号までの

報告を受けます。

次に、報告承認第１号から報告承認第２号

と、議案第４０号から議案第４６号を即決で

審議いたします。

以上で、報告を終わらせていただきます。
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○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

◎ 会期決定の件

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 会期決定

の件を議題といたします。

お諮りをいたします。

本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと

思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、会期は、本日１日間に決定を

いたしました。

◎ 行政報告

○議長（吉田敏男君） 日程第３ 行政報告

を行います。

町長から行政報告の申し出がありました。

これを許します。

町長 渡辺俊一君。

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しをいた

だきましたので、行政報告１件を報告させて

いただきます。

新型コロナウイルス感染症に対する対策状

況について御報告いたします。

令和２年４月７日に、政府から新型インフ

ルエンザ等対策特別措置法第３２条第１項の

規定に基づく、新型コロナウイルス感染症緊

急事態宣言が発出され、７都府県が緊急事態

宣言対象地域に指定されました。その後４月

１６日に全国に緊急事態宣言が出され、５月

６日までの期間、緊急事態措置を実施するこ

ととされました。また、北海道を含む１３都

道府県が同日をもって、特定警戒都道府県に

指定されたことを受け、北海道では緊急事態

措置を発表し、感染防止の徹底、不要不急の

外出自粛、３つの密（密閉・密集・密着）の

回避、他都府県への往来自粛、札幌市との不

要不急の往来自粛、施設の使用停止等、北海

道ソーシャルディスタンシングの促進、小中

学校の一斉休校などの対応を実施することと

なりました。

足寄町においても、国内の感染拡大の収束

の見通しが立たない中で、感染予防・拡大防

止を第一に町民の生活・経済活動等を維持で

きるよう、現在できる最大限の対応を行いた

いと考えております。

次に、足寄町の主な取り組み等について御

報告いたします。

まず、町内の各施設の休館等の対応につい

てですが、北海道の緊急事態措置を受け、町

民センターや総合体育館、温水プール、図書

館、動物化石博物館、パークゴルフ場、ゲー

トボール場等の社会教育施設等は４月１８日

から５月６日まで、銀河ホール２１内の会議

室、老人憩の家、各コミュニティーセン

ター、各集落センター等の集会施設、里見が

丘公園内のふわふわドームや大型遊具、足

湯、キャンプ場、バーベキューハウス等は４

月２１日から５月６日まで、休館及び利用禁

止とすることといたしました。また、当該施

設で予定していた事業についても中止するこ

ととしております。さらに、道の駅銀河ホー

ル２１については、４月２９日から５月６日

まで休館することとなりました。

次に、小中学校につきましては、北海道教

育委員会からの要請に基づき、４月２０日か

ら５月６日まで臨時休業とすることとしまし

た。なお、学校再開後の５月７日から８日の

２日間は、臨時休業期間の長期化に伴う児童

生徒の心身の負担等を考慮し、通常の学校生

活に円滑に移行できるよう、午前授業や分散

登校を実施することとしております。また、

１学期中に予定していた修学旅行のほか運動

会、体育祭などの学校行事については、２学

期以降に実施の判断をすることとしておりま

す。

保育所につきましては、厚生労働省から原

則開所の要請もあり、感染予防に留意した上

で引き続き児童の受け入れをしております

が、４月２０日から５月６日までは家庭での

保育について可能な場合、御協力をいただく
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ようお願いをしているところであります。ま

た、学童保育所につきましても、厚生労働省

から原則開所の要請があったことから、４月

２０日から共働き家庭などの小学生全学年の

受け入れをしておりますが、学童保育所内で

の密集状況を避けるために、足寄小学校体育

館を使用し、分散保育を行っております。な

お、児童館、つどいの広場等については、感

染予防のために小学校の臨時休業期間は休業

することとしております。

次に、役場庁舎内における業務体制等につ

いてですが、感染防止対策として全職員に対

しマスクの着用を指示したほか、窓口に飛沫

感染防止対策としてビニールシートを設置し

ました。また、国は蔓延防止対策として最低

７割、極力８割程度の接触機会の提言を目指

すこととしていますが、本町においても４月

２７日から当分の間、職員の在宅勤務を実施

することとしました。新型コロナウイルス感

染症対策業務や町民生活の維持等に必要な業

務等への対応を考慮しつつ、執務室で同時に

勤務する職員の人数を半分程度に抑制してい

くこととしました。そのほか、各種会議等に

ついては、延期もしくは中止、または書面会

議を行うこととし、やむを得ず開催する場合

は短時間・少人数・３つの密を回避する環境

で行うこととしています。

なお、本年６月３日から１２日までの日程

で計画しておりました足寄町とウェタスキ

ウィン市との姉妹提携３０周年を記念した代

表団・親善使節団派遣事業につきましては、

世界的な感染拡大状況もあり、安全確保を考

慮し中止することといたしました。

次に、国民健康保険及び後期高齢者医療の

傷病手当の関係では、新型コロナウイルス感

染症に感染した被保険者に係る傷病手当金の

支給等について、本臨時会において条例改正

を提案させていただいております。

続いて、足寄町における国の緊急経済対策

に関連した事業について御報告いたします。

まず、子育て世帯への臨時特別給付金事業

についてですが、令和２年３月３１日までに

生まれた児童を対象として、特例給付を除く

児童手当を受給する世帯に対し、全額国庫補

助金を財源に対象児童１人当たり１万円を支

給するもので、本町においては８０９人を見

込み、給付金及び事務費について本臨時会に

予算計上させていただきました。国からでき

るだけ迅速に支給することの要請もあるた

め、予算の議決をいただいた後、５月上旬に

支給対象者に通知するとともに、５月中旬か

ら支給の手続を進めてまいります。

次に、特別定額給付金事業についてです

が、基準日である令和２年４月２７日におい

て住民基本台帳に記載されている方１人につ

き１０万円を給付する事業となっており、簡

素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を

行うこととされているため、議会の議決をい

ただくいとまがない場合においては、専決処

分により対応させていただきたいと考えてお

りますので、御理解賜りますようお願いを申

し上げます。

次に、本町が独自で実施する経済対策等に

ついて御報告いたします。

まず、新型コロナウイルス感染拡大によ

り、売り上げが減少している町内の飲食業・

小売業・サービス業等の消費喚起の支援とし

て足寄町商工会が実施するクーポン券発行事

業に対して補助を行うこととし、速やかな事

業着手を支援するため、予備費から２０４万

円を充用し対応させていただきました。４月

２２日から２４日に、１００円３枚つづり

クーポン券２種類が各世帯に郵送されており

ます。使用期限は５月８日となっております

が、緊急事態宣言による不要不急の外出自粛

期間と重なることから、５月２４日まで利用

期限の延長をすることとなっております。

また、感染拡大により影響を受けている町

内の飲食業や宿泊業を主に営む事業者へ今後

も事業を継続していくための支援として、一

律３０万円の事業継続緊急支援金を支給する

こととし、６０事業者分１,８００万円の補

正予算を本臨時会に提案させていただいてお

ります。
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そのほか、低迷する町内の消費喚起のた

め、足寄町商工会がプレミアムつき商品券発

行事業を検討していることから、町としても

支援を行いたいと考えております。内容とい

たしましては、プレミアム率４０％、販売価

格は１セット５,０００円で、７,０００円分

の商品券を１世帯２セットまで購入可能と

し、６,０００セットを発行する計画となっ

ており、プレミアム分１,２００万円と印刷

経費等を町が補助することで検討しておりま

す。また、足寄町商工会から１人につき１０

万円が給付される特別定額給付金の支給時期

に合わせて販売ができないかとの相談があっ

たことから、特別定額給付金事業に関する補

正予算とともに専決処分により対応させてい

ただきたいと考えておりますので、御理解を

賜りますようお願いいたします。

なお、事業継続緊急支援金及びプレミアム

つき商品券発行事業とも地方創生臨時交付金

を財源とする予定をしており、交付上限額が

明らかになった時点で、歳入予算の組みかえ

を予定しております。

以上、足寄町における新型コロナウイルス

感染症に対する主な取り組みについて御報告

いたしましたが、今後におきましても国や北

海道など関係機関から新型コロナウイルスに

関する正確な情報の収集を行うとともに、関

係機関との連携を密にして、感染拡大防止及

び町民の皆様の安全・安心の確保に向け、町

を挙げて全力で取り組んでまいりますので、

御理解を賜りますようお願いを申し上げ、御

報告といたします。

○議長（吉田敏男君） これで行政報告を終

わります。

◎ 報告第９号

○議長（吉田敏男君） 日程第４ 報告第９

号専決処分の報告について（車両事故に対す

る損害賠償の額を定めることについて）の件

を議題といたします。

本件について、報告を求めます。

建設課長 増田徹君。

○建設課長（増田 徹君） ただいま議題と

なりました、報告第９号専決処分の報告につ

いて、提案理由の御説明を申し上げます。

議案書１ページをお願いいたします。

専決処分の報告について。

地方自治法第１８０条第１項の規定により

下記のとおり専決処分したので、同条第２項

の規定により、これを報告するものでござい

ます。

専決処分書。

車両事故に対する損害賠償の額を定めるこ

とについて、地方自治法第１８０条第１項の

規定により、次のとおり専決処分する。

１、損害賠償総額５０万２,８８７円。

２、事故の発生場所、日時等については、

別紙示談書のとおりでございます。

２ページ左側に示談書を添付しております

ので、御参照願います。

事故の概要でございますが、令和２年２月

１日午前７時５０分ごろ、足寄町南５条６丁

目４０番地の路上において、建設課車両室の

補助職員西東幹造が運転する除雪ドーザが除

雪作業中、南川沿通のガードレール付近の雪

を除去するため、Ｔ字路で方向転換しバック

したところ、後方で停止していた目黒保氏が

運転する車両に気づかず衝突し事故となりま

した。なお、この事故で両者の運転手ともに

けがはありませんでした。

事故の原因でございますが、除雪ドーザの

運転手が後方を十分に確認していなかったこ

とが事故の原因となりました。

過失割合につきましては、足寄町が１００

％、目黒氏がゼロパーセントで、物損事故の

示談が令和２年３月１７日に成立しましたの

で、町が目黒氏に対して、損害賠償金として

５０万２,８８７円を支払うこととするもの

でございます。

今後このようなことが起きないように、除

雪作業時には周囲の確認を十分行い、安全運

転を心がけるように努めてまいります。

なお、３ページに事故発生現場状況図を添

付しておりますので、御参照願います。
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以上で、報告第９号専決処分の報告とさせ

ていただきますので、御理解のほどよろしく

お願いを申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これにて、報告を終

わります。

◎ 報告第１０号

○議長（吉田敏男君） 日程第５ 報告第１

０号専決処分の報告について〔令和元年度足

寄町一般会計補正予算（第９号）〕の件を議

題といたします。

本件について、報告を求めます。

総務課長 松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました、報告第１０号専決処分の報告に

ついて、提案理由の御説明を申し上げます。

議案書４ページをお開き願います。

地方自治法第１８０条第１項の規定により

下記のとおり専決処分したので、同条第２項

の規定により、これを報告するものでござい

ます。

専決処分書。

令和元年度足寄町一般会計補正予算（第９

号）を地方自治法第１８０条第１項の規定に

より別紙のとおり専決処分する。

補正予算の内容について申し上げます。

５ページをお願いいたします。

令和元年度足寄町一般会計補正予算（第９

号）。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５

０万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ９７億８,１８６万

４,０００円とするものでございます。

補正予算の内容につきましては、報告第９

号で御報告いたしました車両事故に伴います

賠償金５０万３,０００円の歳出計上と、こ

の財源といたしまして車両共済金を同額計上

するものでございます。

以上のとおり、御報告申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これにて、報告を終

わります。

◎ 報告承認第１号

○議長（吉田敏男君） 日程第６ 報告承認

第１号専決処分の承認を求めることについて

〔（令和元年度足寄町一般会計補正予算（第

１０号）〕の件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました、報告承認第１号専決処分の承認

を求めることについて、提案理由の御説明を

申し上げます。

議案書９ページをお開き願います。

地方自治法第１７９条第１項の規定により

下記のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定により、これを報告し承認をお願いす

るものでございます。

専決処分書。

令和元年度足寄町一般会計補正予算（第１

０号）を、別紙のとおり専決処分する。

理由でございますが、令和元年度末におい

て、町税、地方消費税交付金、地方特例交付

金、地方交付税、繰入金、操出金等の変更に

より、予算の補正をする必要が生じました

が、議会を招集する時間的余裕がないので、

地方自治法第１７９条第１項の規定により専

決処分をしたものでございます。

専決処分した内容について御説明申し上げ

ます。

１０ページをお願いいたします。

令和元年度足寄町一般会計補正予算（第１

０号）。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

５２０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ９７億７,６６６万４,００

０円とするものでございます。

歳出から申し上げます。

１８ページをお願いいたします。

第８款土木費、第４項都市計画費、第２目

下水道費におきまして、公共下水道事業特別

会計操出金といたしまして５２０万円を減額

いたしました。
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次に、歳入の主なものについて申し上げま

す。

１５ページにお戻りください。

第１款町税、第１項町民税におきまして、

個人及び法人町民税を合わせて６３７万７,

０００円を計上いたしました。

第２項固定資産税といたしまして１２３万

８,０００円を計上いたしました。

第２款地方譲与税におきまして、第１項自

動車重量譲与税といたしまして４０８万９,

０００円を計上いたしました。

１６ページをお願いいたします。

第２項地方揮発油譲与税を４９５万６,０

００円減額いたしました。

第６款地方消費税交付金におきまして、地

方消費税交付金を１,１３０万１,０００円減

額いたしました。

１７ページをお願いいたします。

第７款自動車取得税交付金におきまして、

自動車取得税交付金を２５３万５,０００円

減額いたしました。

第８款環境性能割交付金におきまして、環

境性能割交付金を７０６万１,０００円減額

いたしました。

第１０款地方特例交付金におきまして、子

ども・子育て支援臨時交付金といたしまして

１,９２７万８,０００円を計上いたしまし

た。

第１１款地方交付税におきまして、特別地

方交付税といたしまして７,００４万８,００

０円を計上いたしました。

第１９款繰入金におきまして、財政調整基

金繰入金を８,０８２万８,０００円減額いた

しました。

１２ページにお戻りください。

第２表繰越明許費補正、追加３件をお願い

いたしました。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

１５ページをお開きください。

１５ページから１８ページ、歳入歳出一括

で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、１２ページに

お戻りください。

第２表繰越明許費補正追加３件、質疑はご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 全体に対する総括ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、報告承認第１号専決処分の承認

を求めることについて〔令和元年度足寄町一

般会計補正予算（第１０号）〕の件を採決を

します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、報告承認第１号専決処分の承

認を求めることについて〔令和元年度足寄町

一般会計補正予算（第１０号）〕の件は、原

案のとおり承認されました。

◎ 報告承認第２号

○議長（吉田敏男君） 日程第７ 報告承認

第２号専決処分の承認を求めることについて

〔（令和元年度足寄町公共下水道事業特別会

計補正予算（第６号）〕の件を議題といたし

ます。
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本件について、提案理由の説明を求めま

す。

建設課長 増田徹君。

○建設課長（増田 徹君） ただいま議題と

なりました、報告承認第２号専決処分の承認

を求めることについて、提案理由の御説明を

申し上げます。

議案書１９ページをお願いいたします。

地方自治法第１７９条第１項の規定により

下記のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定により、これを報告し承認をお願いす

るものでございます。

専決処分書。

令和元年度足寄町公共下水道事業特別会計

補正予算（第６号）を、別紙のとおり専決処

分する。

理由でございますが、令和元年度末におい

て、繰入金、町債の変更により、予算の補正

をする必要が生じましたが、議会を招集する

時間的余裕がないので、地方自治法第１７９

条第１項の規定により専決処分したものでご

ざいます。

専決処分した補正予算の内容について御説

明申し上げます。

２０ページをお願いいたします。

令和元年度足寄町公共下水道事業特別会計

補正予算（第６号）。

歳入歳出の総額に変更はなく、歳入予算の

補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額を

補正するものでございます。

２２ページをお願いいたします。

歳入。

第４款繰入金におきまして、一般会計繰入

金といたしまして５２０万円を減額いたしま

した。

第７款町債におきまして、公共下水道事業

債といたしまして５２０万円を計上いたしま

した。

２０ページにお戻り願います。

第２表地方債補正におきまして、１件の変

更をお願いするものでございます。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願いを申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

２２ページをお開きください。

歳入一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、２０ページに

お戻りください。

第２表地方債補正変更１件、質疑はござい

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 全体に対する総括ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、報告承認第２号専決処分の承認

を求めることについて〔令和元年度足寄町公

共下水道事業特別会計補正予算（第６号）〕

の件を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、報告承認第２号専決処分の承

認を求めることについて〔令和元年度足寄町

公共下水道事業特別会計補正予算（第６

号）〕の件は、原案のとおり承認されまし

た。

◎ 議案第４０号

○議長（吉田敏男君） 日程第８ 議案第４
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０号足寄町税条例等の一部を改正する条例の

件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

住民課長 佐々木雅宏君。

○住民課長（佐々木雅宏君） ただいま議題

となりました、議案第４０号足寄町税条例等

の一部を改正する条例について、提案理由の

御説明を申し上げます。

議案書２３ページをお開き願います。

本条例の改正につきましては、地方税法の

一部を改正する法律（令和２年法律第５

号）、地方税法施行令の一部を改正する政令

（令和２年政令第１０９号）及び地方税法施

行規則の一部を改正する省令（令和２年総務

省令第２１号）が、令和２年３月３１日にそ

れぞれ公布されたことから税条例等の一部を

改正するものでございます。

基本的には法令の改正に準じた改正でござ

いまして、条項が変わったことによる引用条

項の改正や新規条項の追加、元号が変わった

ことによる適用日の改正など、逐一条例の改

め文の朗読は省略させていただきますことを

御容赦願いまして、主な改正内容について御

説明申し上げます。

議案書２３ページ、左側をごらんくださ

い。

改め文第１条中の第２４条の改正につきま

しては、婚姻歴の有無や性別にかかわらず生

計を一にする子、前年の総所得が４８万円以

下という条件がございますが、を有し、合計

所得額が５００万円以下と規定した上で、男

性の寡夫、未婚のひとり親も女性の特別寡婦

控除と同額とするものでございます。

また、同ページ左側下段の第５４条第５項

の追加は、調査を尽くしてもなお固定資産の

所有者が明らかにならない場合に、事前にそ

の固定資産の使用者に通知した上で、使用者

を所有者をみなして固定資産税を課すること

ができることとする改正でございます。

また、２３ページ右側の第７４条の３の追

加は、町内の固定資産について登記簿上の所

有者が死亡している場合、現に所有している

相続人等の申告を制度化するものでございま

す。

こうした改正以外にも軽量葉巻たばこの課

税方式の見直し、附則の改正では延滞金の特

例基準割合の見直し、肉用牛の売却所得の課

税免除措置の３年間延長、地域決定型地方税

制特例措置、わがまち特例に関する改正もな

されております。

２５ページ右側下段をごらん願います。

附則でございますが、基本的に第１条では

この条例は公布の日から施行し、令和２年４

月１日から適用することとなっております

が、たばこ税に関する規定は令和２年１０月

１日、ひとり親、男性の寡夫に関する規定は

令和３年１月１日からの適用など、細かく規

定しているところでございます。

議案書２８ページから５１ページまで、新

旧対照表を添付しておりますので、御参照願

います。

以上で、本条例の改正に関する提案理由の

説明とさせていただきますので、御審議のほ

どよろしくお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４０号足寄町税条例等の

一部を改正する条例の件を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。
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（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第４０号足寄町税条例等

の一部を改正する条例の件は、原案のとおり

可決されました。

◎ 議案第４１号

○議長（吉田敏男君） 日程第９ 議案第４

１号足寄町後期高齢者医療に関する条例の一

部を改正する条例の件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

住民課長 佐々木雅宏君。

○住民課長（佐々木雅宏君） ただいま議題

となりました、議案第４１号足寄町後期高齢

者医療に関する条例の一部を改正する条例に

つきまして、提案理由の御説明を申し上げま

す。

議案書５２ページをお開き願います。

改正理由といたしましては、新型コロナウ

イルス感染症が昨年１２月に中国において確

認されて以来、世界的な規模で感染が拡大し

ており、新型コロナウイルス感染症対策本部

ではこれに対する緊急対策として、令和２年

２月１３日に第一弾を、３月１０日に国内感

染の拡大から第二弾を発表したところでござ

います。

第二弾の緊急対策の中で、後期高齢者医療

に加入する給与所得者、被用者になりますけ

れども、に対しまして、傷病手当金の支給に

ついて示されました。後期高齢者医療制度の

根拠法令であります高齢者の医療の確保に関

する法律第８６条第２項では、傷病手当金を

任意給付とする規定がございますが、北海道

後期高齢者医療広域連合は北海道後期高齢者

医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の

中で、傷病手当金の支給を規定しておりませ

んでしたので、４月１０日にこの一部改正条

例を公布し、傷病手当金について支給するこ

とといたしましたことから、本町で制定して

いる足寄町後期高齢者医療に関する条例につ

いて、所要の改正を行うものでございます。

議案書５２ページの改め文をごらん願いま

す。

改正内容といたしましては、第２条第７号

の次に１号を加え、北海道後期高齢者医療広

域連合の給付の事務として、傷病手当金の支

給に関する受け付け事務を加えるものでござ

います。

議案書５３ページに新旧対照表を添付いた

しておりますので、御参照願います。

以上、本条例の改正に関する提案理由の説

明とさせていただきますので、何とぞ御審議

賜りますようお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４１号足寄町後期高齢者

医療に関する条例の一部を改正する条例の件

を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第４１号足寄町後期高齢

者医療に関する条例の一部を改正する条例の

件は、原案のとおり可決されました。

◎ 議案第４２号

○議長（吉田敏男君） 日程第１０ 議案第

４２号足寄町国民健康保険条例の一部を改正

する条例の件を議題といたします。
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本件について、提案理由の説明を求めま

す。

住民課長 佐々木雅宏君。

○住民課長（佐々木雅宏君） ただいま議題

となりました、議案第４２号足寄町国民健康

保険条例の一部を改正する条例につきまし

て、提案理由の御説明を申し上げます。

議案書５４ページをお開き願います。

新型コロナウイルス感染症は昨年１２月に

中国において確認されて以来、世界的な規模

で感染が拡大しており、３月１０日に第二弾

の緊急対策が発表されたところでございま

す。

この二弾の緊急対策の中で、後期高齢者医

療同様、国民健康保険においても新型コロナ

ウイルス感染症に感染するなどした被用者に

対しまして傷病手当金を支給する市町村に対

し、支給額全額について国が特例的な財政支

援を行うことが盛り込まれました。

国民健康保険法第５８条第２項には傷病手

当金に関する規定があり、国民健康保険を運

営する市町村の財政事情に応じてその支給は

任意とされており、本町の条例にはその規定

を盛り込んでおりませんでした。

今回の傷病手当金支給の趣旨は、新型のコ

ロナウイルスに感染、あるいは感染の疑いが

あることにより休業を余儀なくされる国民健

康保険に加入する給与所得者、被用者につい

て収入が全く皆無になることがないよう傷病

手当金を支給することで、感染拡大抑制のた

め休みやすい環境を整えることが重要と考え

られたものでございます。

傷病手当金は任意給付であるため、本来市

町村の自己負担とされるべきものですが、今

回の新型コロナウイルス感染症に起因する傷

病手当金については、国の財源補填もあるこ

とから時限的な取り組みではございますが、

傷病手当金を支給できる体制を整えるため、

条例改正を行うものでございます。あわせて

関係予算についても提案させていただいてお

りますことを申し添えておきます。

改正の内容について御説明したいと存じま

す。

議案書５４ページをごらん願います。

改正の内容につきましては、時限的な措置

でありますことから、制定附則に必要な条項

を挿入させていただき、附則第２条第１項で

は傷病手当金の支給の起算日と支給対象日数

について、第２項で支給額の算定方法、第３

項で病状の重篤化による入院も想定して支給

する期間を、第３条以下の条項では想定され

る支給額の調整等について規定しているもの

でございます。

附則として、この条例は令和２年１月１日

から適用することとし、適用期限については

別に規則で定めるものとしております。

５５ページに新旧対照表を添付してござい

ますので、御参照願います。

以上、本条例の改正に関する提案理由の説

明とさせていただきますので、何とぞ御審議

賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４２号足寄町国民健康保

険条例の一部を改正する条例の件を採決をし

ます。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第４２号足寄町国民健康
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保険条例の一部を改正する条例の件は、原案

のとおり可決されました。

◎ 議案第４３号

○議長（吉田敏男君） 日程第１１ 議案第

４３号足寄町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

住民課長 佐々木雅宏君。

○住民課長（佐々木雅宏君） ただいま議題

となりました、議案第４３号足寄町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例について、

提案理由の御説明を申し上げます。

本条例の改正につきましては、地方税法施

行令の一部を改正する政令（令和２年政令第

１０９号）が令和２年３月３１日に公布さ

れ、同年４月１日から施行されたことから、

本条例の一部を改正するものでございます。

議案書５６ページをお開き願います。

改正の内容につきましては、第２条第２項

に規定する基礎課税額の上限額を６１万円か

ら６３万円に引き上げ、同条第４項に規定す

る介護納付金課税額の上限を１６万円から１

７万円に引き上げるもので、国民健康保険税

の増収を図ることで財政の安定化を図るとい

うものでございます。

次に第２３条の改正は、第２条の賦課上限

額に関する改正部分を引用しているため、こ

れを改正して第２条と同じ金額とし、同条第

２号と第３号の改正は国民健康保険税の軽減

の基準についての改正で、第２号は均等割、

平等割５割軽減の対象となる軽減判定所得、

第３号は均等割、平等割２割軽減の対象とな

る軽減判定所得のそれぞれの引き上げを行う

ため、基礎控除額３３万円に加算する被保険

者１人当たりの額を引き上げ、低所得者層の

負担の軽減を図るものでございます。

附則第４項、第５項の改正は、土地区画整

理事業等の施行区域内の土地の譲渡に係る課

税の特例を追加するものでございます。

附則についてですが、この条例は公布の日

から施行し令和２年４月１日から、先ほどの

附則第４項、第５項の改正については土地基

本法等の一部を改正する法律の施行日の属す

る翌年の１月１日としております。

経過措置といたしまして、令和元年度分ま

での国民健康保険税については従前の例によ

ることを規定しております。

なお、議案書５７ページから５８ページに

新旧対照表を添付しておりますので、御参照

願います。

以上、本条例の改正に関する提案理由とさ

せていただきますので、何とぞ御審議賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４３号足寄町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例の件を採決を

します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第４３号足寄町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例の件は、原

案のとおり可決されました。

◎ 議案第４４号

○議長（吉田敏男君） 日程第１２ 議案第

４４号令和２年度足寄町一般会計補正予算
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（第１号）の件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました、議案第４４号令和２年度足寄町

一般会計補正予算（第１号）につきまして、

提案理由を御説明申し上げます

補正予算つづり１ページをお願いいたしま

す。

議案第４４号令和２年度足寄町一般会計補

正予算（第１号）について、御説明を申し上

げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３,３９６万８,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ９１億３２３

万７,０００円とするものでございます。

歳出から御説明申し上げます。

８ページをお願いいたします。

第３款民生費、第３項児童福祉費、第１目

児童福祉総務費におきまして、子育て世帯臨

時特別給付金事業といたしまして、子育て世

帯臨時特別給付金８０９万円など、合わせて

８８３万８,０００円を計上いたしました。

第４款衛生費、第１項保健衛生費、第２目

予防費におきまして、感染症対策事業といた

しまして、消耗品費２３３万２,０００円な

ど、合わせて４１１万３,０００円を計上い

たしました。

１０ページをお願いいたします。

第７款商工費、第１項商工費、第１目商工

振興費、第１８節負担金、補助及び交付金に

おきまして、事業継続緊急支援金といたしま

して１,８００万円を計上いたしました。

第１４款予備費におきまして、２０４万円

を計上いたしました。

以上で、歳出を終わり、次に歳入について

申し上げます。

６ページにお戻りください。

第１５款国庫支出金におきまして、子育て

特別給付金給付事業費国庫補助金、給付事務

費国庫補助金、合わせて８８３万８,０００

円を計上いたしました。

第１９款繰入金におきまして、財源調整の

ため財政調整基金繰入金といたしまして２,

５１３万円を計上いたしました。

以上で、議案第４４号令和２年度足寄町一

般会計補正予算（第１号）の提案理由の説明

とさせていただきますので、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６ページをお開きください。

６ページから１１ページ、歳入歳出一括で

行います。

質疑はございませんか。

６番。

○６番（熊澤芳潔君） ８ページの衛生費の

中で、ここで４１１万３,０００円の上がっ

てますけれども、内容と、利用の内容とどう

いったものを買うのか、お願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの熊澤

議員の御質問にお答えいたします。

感染症対策事業の予算のほうですけれど

も、一般需用費の消耗品におきましては、使

い捨てマスクとか防護服等の購入を予定をし

ております。医薬材料費につきましては、主

にアルコールというふうになっております。

次に手数料につきましては、例えば啓発用

の新聞折り込みの手数料ですとか、また万が

一何か消毒作業とかが発生した場合に、就労

センター等にお願いして消毒作業等やってい

ただくような手数料を計上しております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ６番。

○６番（熊澤芳潔君） 今回の緊急事態に備

えるような形の利用ということではないので

すか。そこら辺のことではどういう考えでい

るのか、ちょっとお知らせ願います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） 全体的な経費と

いたしましては、今現在備蓄は多少ございま
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すけれども、手に入りにくい状況というのも

ございますし、今後必要に応じて備蓄したも

のを使用していくこともあると思いますの

で、今後購入をしていく予算というふうに

思っております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に質疑はございませんか。

９番。

○９番（髙橋秀樹君） 今回の事業継続緊急

支援金に対してなのですけれども、これ１,

８００万円、先ほどちょっと説明がございま

したが、これについてもう少し詳しい御説明

をお願いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

この事業継続緊急支援金ということで、経

過含めてお話をさせていただきます。

まずもって、北海道の緊急事態宣言、国含

めて、基本的にコロナウイルスによって町内

小規模事業者の受けている影響というのはか

なり大きく出てきているのかなと。そこで、

いわゆる著しく感染症に対する影響を、いわ

ゆる売り上げ減少だとか、そういったこと

が、減少が起きている事業者、これについて

商工会並びに、３月に入ってなのですけれど

も、商工会並びに金融機関とも打ち合わせを

しながら、協議をしながら進めてきておりま

す。その中でもやはり影響を受けているのが

飲食業、スナック、それと宿泊業、そこと町

内飲食店だとかそういったところにお酒を卸

している事業者さん、ここが一番大きく影響

を受けているということからそこの事業者に

対して、いわゆる商工会からの情報だとか料

飲店からの情報を仕入れて調べたところ、約

６０事業者が該当、対象となるのではないか

ということで、この数についてもやはり見落

としということも出てくるということもある

ので、多少ちょっとゆとりを持って見ており

ますけれども、何せ先ほど町長の行政報告の

中でもおっしゃっていましたけれども、この

感染拡大により影響を受けている町内の飲食

業、宿泊業を主に営む事業者、今後の事業継

続していく上でもやはり対策、支援をしてい

かなければならないということで、一律３０

万円をまず緊急的にその事業者に対する支援

を行って、少しでも心が安まるというか、安

心できるようなスタイルというかな、環境を

まずはつくっていかなければならないのでは

ないかということを協議して、今回臨時で

もって予算を計上させていただくことになり

ました。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 今回のこの緊急支

援、非常にありがたいお話だと私は思ってま

す。しかし、ちょっと時期が遅かったのか

な、遅かったかなという言い方変ですけれど

も、もっと早目にこの緊急対策を臨時議会開

いていただいてやっていただいてもよかった

のかな。これ現実いつぐらいに支給されるの

か。そして、こういうこの第二弾なり、第三

弾なりという、今後コロナウイルスがこのま

ま収束するとはちょっと思いにくい部分がご

ざいます。その辺のところの町のお考え方と

してはどういう考えをお持ちなのか、お伺い

をいたします。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

この事業、緊急事業支援金の支払いという

ことも含めての手続なのですけれども、この

議会が議決後、速やかに対象事業者のほうに

関係書類を郵送して返信していただきます。

一番早くお手元に入る時期については、５月

１５日に入る、どうしても連休がありますの

で、速やかに対処したいと思うのですけれど

も、やはり５月７、８、その部分と、あと速

やかにということでいっても５月１５日から

お手元のほうに入るようなスケジュールで考

えております。あとは随時というか、うちの

ほうでは５月２０日、５月２８日で、最後に

は６月１０何日かな、に事業者さんのほうの
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お手元に入るということで、今スケジュール

感はそういう形でもって進めさせていただく

予定でございます。

以上でございます。

あと、継続事業については、町長のほうか

ら。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 今回の事業継続緊急

支援金でございますけれども、時期ちょっと

遅いのではないかというお話もございました

けれども、これまで商工会さんですとか、そ

れから料飲店組合さん、そういったところと

意見交換をしながら進めてきたところであり

ます。そのほかに事務レベルで、うちの役場

の経済課とそれから商工会さん、それから金

融機関さんとも何度か意見交換しながら、そ

ういった形の中で支援をどうしていくのかと

いう部分も含めて話をしてきたところであり

ます。

そういった中で、今一番やっぱり大変な状

況になっているというのは飲食店さんが、そ

れから宿泊業さん、そういったところを営ん

でいらっしゃる方たちがやっぱり一番厳しい

状況ですよというお話を聞きました。３月、

４月このあたりが非常に厳しいけれども、そ

れぞれ今までの蓄え等があるので、それで何

とかしのげるのではないだろうかと。ただ、

これがやっぱり期間がどんどん延びていく

と、長くなっていくと、やっぱりかなり厳し

いよというお話をいただきました。そういっ

た意味で、今回緊急支援というような形で予

算を計上させていただいたところでありま

す。

やはりこの後どうなっていくのかというの

は、なかなか先行きが、見通しが立たないと

ころであります。今のところ５月６日までと

いうことにはなっていますけれども、最近の

新聞、それからテレビ等を見てますと、専門

家の方たちのお話など聞いても、なかなか５

月６日でそれでは終わりというような状況で

はないよというようなお話もされています

し、これは少し長期化するのではないかとい

うようなお話もございます。

そういった意味で、やはりこの後、今回の

これで終わりという、これが一番いいのです

けれども、この後については、先ほど申し上

げましたプレミアム商品券、そういったもの

を少しでも消費の喚起ができれば、そういっ

た部分で商工業者さんたちの消費の喚起が図

られるなというように思っておりますけれど

も、やはり期間がどんどん長くなれば、やは

り長期的にやっぱり見ていかなくてはならな

いのかなと思ってますし、そういった部分

で、この後商工会さん、それからいろいろな

ところとお話、金融機関さんだとかも含めて

お話をしながら進めていかなければならない

なというように思っているところでありま

す。

やっぱり一定程度、これが半年続いたらど

うなるのかだとか、１年間続いたらどうなる

かなとか、やっぱりいろいろと想定しながら

考えていかなくてはならないのかなというよ

うに思っています。商工会さんともちょっと

お話ししましたけれども、やっぱり本当に実

態はどうなのだろうかといった部分もやっぱ

りきちんと聞き取り調査をしながら進めてい

きたいというようなお話もいただきましたの

で、そういうものも含めて、今後の部分につ

いてはやはり長期的にやっぱり見なければな

らないのかなと思ってますので、一定の期間

見ながら、そのときそのときの状況見なが

ら、支援について検討していかなければなら

ないなというように考えておりまして、また

議会の皆さん方にもお願いをして御協力いた

だければというように思っているところであ

りますし、先ほど申し上げましたプレミアム

つき商品券でありますけれども、これも本当

に金額、大きな金額で専決でお願いしたいと

いう、非常に乱暴なお願いを先ほどさせてい

ただきましたけれども、やはり時期というの

もやっぱり必要な、ここに必要だよという時

期というのがやっぱりあるのかなというよう

に思っておりまして、そういった部分で本当

に乱暴なお願いですけれども、専決処分だと
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か臨機応変にといっても、やっぱり議会の皆

さん方ともきちんと御理解いただけるように

きちんとしながら進めていきたいというよう

に思っておりますので、御理解いただければ

というように思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） そうですね。今現状

としてもう既に休業されている方がいらっ

しゃいます。その方が家賃だとか、光熱費だ

とか、固定費というのが常にかかってくる状

態になってます。３０万円たしかに非常にあ

りがたい。ですけれども、これ長期化する可

能性があるとなった中で、その３０万円では

もう足りないという場面も出てくる可能性が

あると。そのときに、そこの業者さんがやめ

てしまうのか、もしくはお金を借りて事業を

継続しようとしていくのかという状態にも

なっていくのだと。その中で、やはり町とし

て金融機関さん、もしくは商工会と打ち合わ

せをして利息補填をするだとか、そういうこ

ともきちんと視野に入れながらこの事業を、

このコロナの対策に対してしっかりと対策を

打っていっていただきたいと、そのように考

えております。

やはり、コロナで病気にかかってしまうと

いうことも、この先本当にあり得ることだと

私は思ってます。ですけれども、足寄町の飲

食店の方々、第三次産業の方々という方々が

事業を継続できなくなってしまうということ

も、これも非常な痛みになっていくのだとい

うふうに思ってます。この人方がしっかりと

この後も事業を継続できるように、町として

しっかりと支援を差し伸べていくということ

が僕は必要なのだと、そういうふうに思って

おります。

足寄町の、皆さん本当に自分たちで商売や

られている方は一生懸命テイクアウトを事業

に進んでいったりだとか、いろいろなネット

を使っていろいろなことをアピールしてお客

さんを呼ぼうというふうにしたりだとか、そ

の中に私たちがその人たちの気持ちを酌んで

食事に行ったりだとか、テイクアウトのもの

を買ったりだとか、しかしもう休業しなさい

という形になってしまった今ではそれすらも

できない。そのときに私たちがしっかりと共

助で手を差し伸べていかないと、彼らが生き

延びていくことができないということは本当

に大変なことになっていくのだと、私は思っ

てます。そのことに関して、町長どういうよ

うに思われているか、しっかりと町民の方々

にアピールをしていただきたいなと、そうい

うように思っておりますが、町長の御意見を

いただきたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） やはり今この時期、

やはり経済も当然大切ですし、それから感染

予防にも非常に大切な時期なのだろうという

ように思っています。

今どちらかといえば、やはり感染予防、こ

れ以上新型コロナウイルスを蔓延させないよ

うにというのが一番大事な時期なのだろうと

いうように思っています。

そういった意味で、少し経済活動ちょっと

停滞するかもしれませんけれども、今やって

おかないとこういうこのことが、先ほども本

当に半年だとか１年だとかという話もさせて

いただきましたけれども、どこまで続いてい

くのかわからないというところで、こんな状

況がずっと続いていって本当に大丈夫なのか

と非常に思ってます。そういった意味では、

やはり今何とかこの蔓延をとめなければなら

ないということが、まずはやっぱり大事なの

かなというように思っています。

やっぱりその後、その蔓延がとまって経済

活動、みんなでどこにでも自由に出ていった

りとかできるねというときに、本当に行く場

所がなくなっているということがないように

やっぱりしなければならないのかなというよ

うに、そこも思っています。

そういった意味で、まずはやっぱりまず自

分が新型コロナウイルスにかからない、それ

から人にもうつさない、これをまずは第一に

皆さんも考えていただいて行動していただく
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というのがまず大事ですし、それがやっぱり

前提にその後のことを考えていけば、やはり

そういう事業者さんに対する支援、そういっ

たものがなければ本当におっしゃるとおり、

さあ、みんなで自由に出て歩けますよといっ

たときにどこにも行くところがなくなっただ

とかというようなことがないように、やはり

していかなければならないだろうというよう

に思っています。

ですから、やはりただなかなかやっぱり簡

単にこれが、では５月６日だとか、５月３０

日でだとか、何か時期を切っていつだったら

これが終わるだとかというのはなかなか今言

えないような状況でありますから、そういっ

た意味では先行きがなかなか見えない、そう

いった部分を見ながら、そういうことも頭の

中に入れながら、今後の対策を進めていかな

ければらないだろうなというように思ってい

ます。

なかなか今言うと、なかなか暗い話になっ

てしまいますけれども、先ですね、これを何

とか新型コロナを克服して、その後明るい未

来をというようになればというように思って

います。そういった思いで今後も進めていき

たいなというように思っています。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 他に質疑はございま

せんか。

１１番。

○１１番（木村明雄君） ただいま、これ関

連になると思うのですけれども、ただいま商

工の振興費のことで出てたわけなんだけれど

も、これやはり農業振興、これについても今

大変なことになってきているということであ

ります。例えば、学校ももう何日も、小学校

から高校まで本当にもう休んでいるというこ

とになれば、牛乳の消化、これがやっぱりで

きてないということで、ニュースでは１本飲

んでる人が２本飲んでくださいよといって

も、そう簡単には消費はできないのだと、そ

んなふうに思うわけであります。

それからまた足寄町は何だかんだいって

も、第一次産業の農業と林業だという形の中

で、肉、これについてももうまず消化ができ

ていないということになっている。その中

で、足寄町これから先、様子を見ながら進ん

でいかなければならないのだとは思うのです

けれども、そこで農業に本当に負担していく

ということになったとしたなら、これ大変な

ことになると思うのですよ。そこでやはり町

長初め皆さんに、国にも働きかけていただき

ながら進んでいくというようなことも考えて

いただかなければならないのではないかとい

うふうに考えるわけなのですけれども、その

辺についてお伺いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 農業関係についても

働き手がなかなかいないという部分で、労働

力の不足だとかというのは言われてますし、

それから飲用牛乳が、学校給食が、今学校が

休んでいるということで消費が少なくなって

いるだとか、それを加工用にしなければなら

ないだとか、いろいろな報道も出ています。

それから、牛肉を学校給食に使ってはだと

か、それは学校が始まってからの話だと思い

ますけれども、そんなようなことも言われて

ますけれども、やはりこうやって経済状況が

悪くなれば、当然消費されるものも少なく

なってくる部分というのはやっぱりいっぱい

あるのかなというように思っています。

そういった意味で、なかなか今こういう状

況ですので、なかなか出て歩いて、要望に歩

いてだとかというようなことはなかなか難し

いような状況でありますけれども、それぞれ

の団体も今の消費の拡大なども含めて、それ

から医療も含めて、農業関係についてもやは

り今後やはり一番大事なのは食料ですから、

きちんと日本の国の中で食料がきちんとつく

られていかないと、本当にこういう状況に

なってだんだん、これが今世界中の話ですの

で、日本みたいに食料を輸入しているような

国についてはそういう輸送だとか、物の輸送

だとかそういったものもこれから本当にどう

なっていくのかといった部分なども含めて、
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やはり考えていかなければならない部分もあ

りますので、今後に向けては要望、できると

ころでは要望していかなければならないとい

うように、国がやっぱりやらなければならな

いということもやっぱりありますので、町村

だとか道だとかだけではできない部分なども

ありますので、そういった部分は国にやはり

率先してやっていただかなければならないと

いう部分がありますから、そういったところ

は今後要望できるところで要望していくとい

うことで考えております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（木村明雄君） 今町長からそんな

お話をいただいたわけなんですけれども、私

はやっぱりこれから先、本当からいったらも

うそろそろ収束をして、これからゴールデン

ウイークあたりは皆さんで本当に旅行などで

きるのかなと、そう思っていたわけなのだけ

れども、思った以上に収束はしてないという

ことであります。

そしてまたこれから先どういうふうになる

のかなと。まだ収束してしてないわけですか

ら、これからもひょっとしたらふえていく可

能性もある。そうなってくると本当に皆さん

心配だなということがあろうかと思うのです

よね。

これから先に、例えば万が一ふえていって

しまうと、これが本当に夏まで、そしてまた

秋までもふえていくということになったとき

には、どういうふうな足寄町としてどういう

考えをしているのか。例えば、町民１人に１

万円ずつ出すとか、もしくは５万円出すとか

１０万円出すとか、そういうことぐらいも考

えていかなければならない可能性だってある

のではないかと、私は思うわけなのですが、

その辺お伺いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） やはりコロナウイル

スの関係でいくとやはりワクチンができてだ

とか、それから有効な薬ができてだとか、そ

れから何か６割、７割ぐらいの人たちがそれ

ぞれ免疫が持っているようになれば感染とい

うのはとまってくるだとか言われてますけれ

ども、なかなかこの先どうなっていくのかと

いうのはやっぱり見えないところでありま

す。なので、先ほども言ったように、長期化

する可能性もあるのかなというように思って

いるところであります。

ただ今お話あったように、、町民の人方一

人一人に幾らとかというようなことについて

は、やはりちょっとそれはなかなか簡単にで

きることではないのかなというように思って

おりますので、なかなか難しいかなというよ

うに思ってます。

やはり必要な、今回定額給付金ですか、特

別定額給付金ということで、国のほうから１

人につき１０万円だとかということで支給が

されておりますけれども、やはりそういった

ところで国からの支給がされているというこ

とで、町からこの後そういうこれに似たよう

な形の給付をするだとかということは、今の

ところは考えていないというところでありま

す。

やはりこの後はやはりどうしても必要なと

ころに必要な支援をというような形に、やは

りならざるを得ないかなというように考えて

いるところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に質疑はございませんか。

３番。

○３番（進藤晴子君） 町長さんのお話を聞

きまして、今町がやろうとしている６０事業

者分の一律３０万円、もっと早く町民に出し

てもらいたかったなと、こういうふうにでき

るのではないかということ、非常に商工業も

そうですし、町民全員学校のこともありま

す。お母様たちの不安もかなり高まっている

みたいなので、町としての今の取り組み、町

長の御意見、そういうものをもっと発信して

もらいたいなと思うのです。どうなるんだろ

う、足寄町大丈夫なのかしら。今多分そうい

う思いでいっぱいだと思うのですね。小出し
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で構いません。少しずつで構わないので、そ

の都度その都度の渡辺町長の御意見、それを

町民に発信していただけたらなと、私は一町

民としてそう思います。どうでしょう。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 私個人から出すとい

うことではなくて、町から防災無線であった

り広報であったり、いろいろな形で、今こう

いうことで取り組んでますよということを発

信をさせていただいてます。それ、町長個人

の名前で出すということではなくて、町とし

てはこういう取り組みしてますよということ

が、言ってみれば、そこの足寄町の長である

私の今発信している部分ですよというような

意味合いで出しているつもりであります。

知事だとか、北海道知事だとかが記者会見

だとかそうやってするところ、そういう場面

もありますけれども、そういうところではな

くて、いろいろな形で町から出しているもの

というのは私から出しているものということ

で、私としては捉えていますので、私個人が

どこかで発信する、いろいろなところで今な

かなか御挨拶に行ったりだとかする機会もな

いのですけれども、いろいろなところでお話

しさせていただく、そういう機会があればそ

ういったところでお話もできますけれども、

なかなかそういう機会も今ないということ

で、そういう町から発信されるいろいろな媒

体の中で町から出されているもの、そういっ

たものが足寄町を代表する私から出ているも

のという、私としてはそういう捉え方であり

ます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） わかるのですが、今

かなり不安に思っている町民をやはり少し不

安を改善するというか、そういうことをする

ためにはやっぱり強いリーダーシップが私は

必要だと思う。町の行政から出されるのと、

渡辺町長がしっかりと出してくださるのとは

やはり受けとめ方は違うのではないかと思う

のですがいかがでしょう。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 私としては、私が例

えば北海道知事みたいに記者会見の場もある

わけではないですから、発信するところとい

うのはなかなか限られてくるのだと思いま

す。そういった中で、私がどこかで、どこで

発信をするのかというのは今のところちょっ

とないわけでありますけれども、そういった

部分で、今言ったような中身で、足寄町役場

から発信されているもの、これについては私

が発信しているということでありますので、

そういう捉え方に私としてはなるのかなとい

うように思っています。私の名前をどこか下

のほうに名前書いて出せば、それは私から出

たものだというようになるのかもしれません

けれども、私としてはそういうことではなく

て、やはりいろいろな形の中で、足寄町役場

から発信されているものは、私から発信して

いるものと。だから、出たものに対する責任

というのは私のほうにあるわけでありますか

ら、最終的な責任というのは私にあるわけで

すから、という考え方で私としては思ってお

ります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） できれば、ではホー

ムページに渡辺町長のお顔を出していただい

て、渡辺町長のお言葉で少しずつでも情報を

出していっていただけたらなというふうに私

は思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） 他に質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで討論を終わり

ます。

これから、議案第４４号令和２年度足寄町
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一般会計補正予算（第１号）の件を採決をし

ます。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第４４号令和２年度足寄

町一般会計補正予算（第１号）の件は、原案

のとおり可決されました。

◎ 議案第４５号

○議長（吉田敏男君） 日程第１３ 議案第

４５号令和２年度足寄町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第１号）の件を議題といた

します。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

住民課長 佐々木雅宏君。

○住民課長（佐々木雅宏君） ただいま議題

となりました、議案第４５号令和２年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）につきまして、提案理由の御説明を申し

上げます

補正予算つづり１３ページをお開き願いま

す。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１

０６万７,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ９億４４万１,０

００円とするものでございます。

１８ページをお開き願います。

中段ほどに歳出がございます。

歳出より御説明申し上げます。

第２款保険給付費、第２項傷病手当金、第

１目傷病手当金におきまして１０６万７,０

００円を計上いたしました。

次に、歳入について申し上げます。

歳入の上段をごらん願います。

第３款道支出金、第１項道補助金、第１目

保険給付費等交付金におきまして、保険給付

費等交付金（特別交付金）１０６万６,００

０円を。

第６款諸収入、第４項雑入、第３目雑入に

おきまして、傷病手当金徴収金として１,０

００円を計上いたしました。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願いいた

します。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

１８ページをお開きください。

１８ページから１９ページ、歳入歳出一括

で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４５号令和２年度足寄町

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）の件を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第４５号令和２年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）の件は、原案のとおり可決されました。

◎ 議案第４６号

○議長（吉田敏男君） 日程第１４ 議案第

４６号令和２年度足寄町簡易水道特別会計補

正予算（第１号）の件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

建設課長 増田徹君。
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○建設課長（増田 徹君） ただいま議題と

なりました、議案第４６号令和２年度足寄町

簡易水道特別会計補正予算（第１号）につい

て、提案理由の御説明を申し上げます

補正予算つづり２１ページをお願いいたし

ます。

令和２年度足寄町簡易水道特別会計補正予

算（第１号）について。

歳入歳出の予算の総額に歳入歳出それぞれ

５５万６,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ４,５８０万２,０

００円とするものでございます。

歳出について御説明申し上げます。

２６ページをお願いいたします。

第３款水道工事費、第１項水道工事費、第

１目水道工事費、第１２節委託料におきまし

て、足寄簡易水道上足寄地区浄水場管理道路

用地測量業務といたしまして５５万６,００

０円の計上をお願いするものでございます。

補正予算の理由でございますが、足寄簡易

水道上足寄地区浄水場管理道路として、一部

民有地を通過していた箇所について、管理用

道路用地として寄附をしていただけることと

なり、その用地にかかる分筆測量を行うため

のものでございます。

次に歳入について申し上げます。

第２款繰入金、第１項他会計繰入金、第１

目一般会計繰入金といたしまして５５万６,

０００円の計上をお願いするものでございま

す。

以上、提案理由の説明とさせていただきま

すので、御審議のほどよろしくお願いを申し

上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

２６ページをお開きください。

２６ページから２７ページ、歳入歳出一括

で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４６号令和２年度足寄町

簡易水道特別会計補正予算（第１号）の件を

採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第４６号令和２年度足寄

町簡易水道特別会計補正予算（第１号）の件

は、原案のとおり可決されました。

◎ 閉会宣告

○議長（吉田敏男君） これをもって、本臨

時会に付議されました案件の審議は、全部終

了をいたしました。

これで本日の会議を閉じます。

令和２年第２回足寄町議会臨時会を閉会を

いたします。

午前１１時４５分 閉会
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